
「佐波川河川整備アドバイザー会議（仮称）」

設立趣旨（案）

 平成 9 年の河川法改正に伴い、河川管理者は、長期的な河川整備の

基本となるべき方針を示す「河川整備基本方針」を定めることとなり、

佐波川水系においては平成１８年１１月に「佐波川水系河川整備基本

方針」を策定しました。 

これを踏まえ、基本方針に沿って山口河川国道事務所が管理する区

間の今後概ね３０年間の具体的な河川整備の目標や内容を示す「佐波

川水系河川整備計画」を平成２６年５月に策定し、今日まで治水・利

水・環境に関する河川整備と維持管理を実施しています。 

この様な中、河川整備計画策定後の流域の社会情勢の変化や地域の

意向、河川整備の進捗状況や今後の見通し等を適切に反映できるよ

う、その内容についての点検の実施、及び必要に応じて実施する河川

整備計画の変更に対し、ご意見をいただく場として「佐波川河川整備

アドバイザー会議（仮称）」を設立します。 
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佐波川河川整備アドバイザー会議 規約（案） 

（名称） 

第１条 本会の名称は、佐波川河川整備アドバイザー会議（以下、「会議」）と称する。 

（目的） 

 第２条 この会議は、国土交通省中国地方整備局長が作成した「佐波川水系河川整備計画（国管理区

間）」（以下、「整備計画」）に基づき実施している事業の進捗状況や河川整備に関する新たな視点等

に関して意見を聴く場として設置するものである。 

２．整備計画の変更を行う場合においては、河川法第１６条の２第３項の規定に基づき、学識経験を有

する者の意見を聴く場とする。 

３．整備計画の変更等に伴い事業評価が実施される場合は、再評価の対象事業の評価を行い意見を

聴くものとする。 

（組織等） 

 第３条 会議の委員は国土交通省中国地方整備局長が委嘱する。 

２． 委員は別表に掲げる委員で構成する。 

３． 委員の任期は、原則として委嘱のあった日から当該年度の３月３１日までとする。ただし、再任を

妨げない。 

４． 会議に、流域内地方自治体で構成するオブザーバーを置くことができる。 

５． 整備計画を変更する場合は、流域内地方公共団体の意見を聴くものとする。 

（委員会） 

 第４条 会議に委員長を置く。委員長は委員の互選によってこれを定める。 

２． 委員長は会議の運営と進行を総括する。 

３． 委員長に事故のあるときは、当該委員会に属する委員のうちから委員長が指名する副委員長が、

委員長の職務を代行する。 

４． 会議は、委員の半数以上の出席をもって成立する。 

（会議の招集） 

第５条 会議は、委員長が事務局等と相談し必要なときに招集する。 

２． 委員の代理出席は、原則として認めない。 

３． 会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め、意見を聴くことができる。 

（公開） 

第６条 整備計画の変更を伴う場合は原則、会議を公開するものとし、公開方法については会議で定める

ものとする。 



（規約の改正） 

 第７条 本規約の改正は、委員総数の３分の２以上の同意を得て行うものとする。 

（事務局） 

第８条 会議の事務局は、国土交通省中国地方整備局山口河川国道事務所に置く。 

（雑則） 

 第９条 この規定に定めるものの他、必要な事項は会議に諮って定める。 

（附則） 

 この規約は平成２９年２月  日から施行する。 



＜別表＞ 

＜委員＞ 

氏  名 職名 

赤松 良久 山口大学大学院創成科学研究科 准教授

朝位 孝二 山口大学大学院創成科学研究科 教授

有吉 宏樹 元 山口経済研究所 常務理事

関根 雅彦 山口大学大学院創成科学研究科 教授

竹下 直彦 水産大学校水産学研究科 教授

深田 三夫 山口大学農学部 名誉教授

森江 堯子 NPO法人国際環境支援ステーション 副理事長

（敬称略 五十音順） 


